
 

 
検査と更年期 

 
 
 Ｅ２はエストロゲン（卵胞ホルモン）中の一つであり、生理活性 

のもっとも重要となるホルモンです。 
性腺系の発育増殖にも関与するほか、骨の新陳代謝を調整します。 
Ｅ２を測定すると、卵巣機能の異常などを確認することができます。 
更年期になると入ると結果値が下がってきます。 

基準値                 （単位：ｐｇ/ml） 
性周期    検査項目 エストラジオール 

前期 ２０～３０ 
卵胞期 

後期 ２５～３５０ 

排卵期 ５０～５５０ 

黄体期 ４５～３００ 

閉経後 ２１以下 

     
 
 ＦＳＨは、下垂体から分泌されるホルモンで卵巣に働きます。ＦＳＨは卵胞を大きくする働きを持ちます。 

ＦＳＨを測定すると、下垂体の異常・卵巣の異常などを診断することができます。 
エストロゲンの分泌を促すホルモン。更年期に入りエストロゲンの分泌が減ってくると結果値が上昇してきます。 

   基準値                  （単位：mlU/ml） 
  
 
  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性周期        検査項目 卵胞刺激ホルモン 

卵胞期 ３．０１～１４．７２ 

排卵期 ３．２１～１６．６０ 

黄体期 １．４７～８．４９ 

閉経後 １５７．７９以下 

エストラジオール（Ｅ２） 

ホルモン分泌の仕組み 

卵胞刺激ホルモン（ＦＳＨ） 
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